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SEKISUI HOUSE 
VALUE REPORT 2024

　2020年、積水ハウスグループは、“「わが家」を世界一幸せな場所に

する”というグローバルビジョンを策定しました。このグローバルビ

ジョンは、お客様、社会、従業員を含めたすべてのステークホルダーの

皆さまに向けた未来へ通じる約束であり、当社グループの社会的使命で

もあります。

　その実現に向けた当社グループの活動を財務・非財務の観点からご

理解いただくためのツールとして、2022年より「統合報告書」と「サ

ステナビリティレポート」を融合した「VALUE REPORT」を発行して

います。

　今年度の本レポートでは、当社グループのこれまで・現在・未来にわ

たる価値創造への取り組みについて、その背景となる独自の価値観や企

業文化とともに紹介しています。ステークホルダーの皆さまとともに、

価値を創造していくための対話のきっかけとなれば幸いです。

報告対象期間

2023年2月1日～ 2024年1月31日
※ 一部対象期間外の情報も掲載しています。

報告対象範囲

積水ハウス株式会社および連結子会社342社
※ 対象範囲が異なる場合は個々に記載しています。

第三者保証 

　本レポートの信頼性を高めるため、環境・社会パフォーマンス指標に対し

て、KPMG あずさサステナビリティ株式会社による、国際監査・保証基準審

議会の国際保証業務基準（ISAE）3000、ISAE3410に準拠した第三者保証

を受けています。

将来の見通しに関する注意事項

　本レポートにおける業績予測などの将来に関する記述は、制作時点で入手

可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性

その他の要因が内包されています。したがって、さまざまな要因の変化によ

り、実際の業績は見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきくだ

さい。

コミュニケーションの全体像

参照ガイドライン
•  IFRS財団「国際統合報告フレームワーク」
• 経済産業省「価値協創ガイダンス」
• 環境省「環境報告ガイドライン2018年版」
•  国際標準化機構「ISO26000」（社会的責任に関する国際規格）
•  「GRIスタンダード」
•  IFRS財団SASB「業種別スタンダード」
•  「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）最終報告書」
•  「自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）最終提言（v1.0)」

財務情報

対話

•  決算説明会・経営計画説明会
•  機関投資家・アナリストとの 

ミーティング
• 定時株主総会

• 有価証券報告書
•  BUSINESS REPORT（事業報告書）

• コーポレート・ガバナンス報告書
• ESG DATA BOOK

・ 株主・投資家向け情報
・ ESG経営
・ サステナビリティ

•  ESG経営説明会
• ステークホルダーミーティング

報告書

WEB

非財務情報
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編集方針

本レポートの使い方（WEB版）
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外部サイトへ移動

本レポート内の関連ページへ移動
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Cover Story 
　積水ハウスグループの企業理念の根本哲学「人間愛」を球体になぞら
え、その中で展開されてきた当社の価値創造―1960年の創業以来、戸建
住宅から賃貸住宅、分譲マンション、都市再開発と「住」を基軸に価値を
創造―の世界観を表現しています。




